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高齢者への適切な医療提供の要件 
──診療報酬の観点から 
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1．日本のこれからの高齢化 

• 超高齢社会の到来 
 

• 都市部で進む高齢化 
– 規模と速度 
– 単身・老夫婦世帯の増加 

 

• 認知症の増加 
 

• 施設の絶対的な不足 
 

    → 在宅医療の充実の必要 
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都市部の高齢化 • 規模と速度 
• 生活のスタイル 

– 団塊の世代 
– 「○○都民」 
– 団地住居 

 

http://pari.u-tokyo.ac.jp/policy/gap_aged2_2005_2035.html
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65歳以上高齢者のうち、認知症高齢者が増加してい
く 

高齢化社会の進展に伴う課題について① 
（認知症高齢者の増加） 

将来推計（年） 平成22年 
(2010) 

平成27年 
(2015) 

平成32年 
(2020) 

平成37年 
(2025) 

日常生活自立度 

Ⅱ以上 

280 345 410 470 

9.5% 10.2% 11.3% 12.8% 

 ※平成24年（2012)を推計すると、３０５万人となる。 

 ※下段は65歳以上人口に対する比率 

将来推計
（年） 

平成14年 
(2002) 

平成22年 
(2010) 

平成27年 
(2015) 

平成32年 
(2020) 

平成37年 
(2025) 

日常生活自立度 

Ⅱ以上 

149 208 250 289 323 

6.3% 7.2% 7.6% 8.4% 9.3% 

（参考：平成15年 高齢者介護研究会報告書） 

5 

出典：老健局高齢者支援課認知症・虐待防止対策推進室推計（平成24年） 

（万人） 

（万人） 
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２．医療政策としての在宅医療の充実策 

• 医療提供体制の整備 
  政策ツールとしての経済的インセンティブ ── 診療報酬 

 
• 在宅療養支援診療所・在宅療養支援病院 

– 施設基準における機能強化 
– 緊急時・夜間の往診料の引き上げ  
– 在宅時医学総合管理料の引き上げ  
– 在宅患者緊急入院診療加算の引き上げ  
– 在宅ターミナルケア加算の評価体系の見直し 
– 看取り対応の強化 

 

• → ニーズに対して大幅に不足 
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３．在宅において必要とされるケア 

• 多職種協働による患者や家族の生活を支える観点 

  からの医療を含むケアの提供 

 

• 在宅における高齢者の生活 
– 身体・健康･･･医療・看護・介護・服薬･･･････医療従事者 

– 行動･････････食事・排泄・歩行・判断･･･････介護士 

– 生活･････････家事・住居・財産の管理･･････成年後見人 

– 共同体･･･････地域社会･･･････････････････近隣住民 

– 社会･････････年金・社会福祉・病院・施設･･･国･地方政府 
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4．現行制度の限界と改革の方向 

• 財政危機と医療保険の限界 
 

• 医療サービスの効率化が必要 
 

• 多職種の機能分担と連携の必要───生活サポート 
 

• 限られた医療資源の効率的活用 
   ────時間単価と遠隔診療 

 
• 在宅医療における患者情報の共有 

 
• 不可欠のインフラとしての国民医療ナンバー制度 

 
 


